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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 21,732,092 20,876,567 29,372,858

経常利益 (千円) 968,154 954,732 1,347,820

四半期(当期)純利益 (千円) 456,585 573,062 651,775

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 362,092 532,067 693,826

純資産額 (千円) 8,101,810 8,753,889 8,433,498

総資産額 (千円) 19,132,260 19,303,655 19,545,643

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 53.77 67.57 76.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.5 43.4 41.2

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.57 26.34

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間において、世界経済は依然として景気低迷を脱せず、ユーロ圏諸国や中国を

はじめとする新興国に顕著な回復の動きは見られませんでした。一方、日本経済は景気後退局面を迎えま

したが、政権交代により金融緩和など景気回復に向けた様々な施策への期待が高まり、株高・円安の動き

が見られました。

　このような経営環境下において、当社グループは顧客に対して原価低減、省エネルギー、品質向上等の価

値提案を主とした顧客密着営業を展開し、生産比例品および消耗品等の販売に注力いたしました。また、

新商品の開発・拡販にも力を入れ、業績向上に努力してまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の連結業績は、売上高208億76百万円（前年同期比3.9％減）、営業利

益８億81百万円（同0.3％減）、経常利益９億54百万円（同1.4％減）、四半期純利益５億73百万円（同

25.5％増）となりました。四半期純利益が前年同期比で増加している主な要因は、前第３四半期連結会計

期間において、税制改正による繰延税金資産の取崩しを行ったことによるものです。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（鉄鋼業界）

同業界では、エコカー補助金の終了や日中関係の悪化により自動車向け鋼材需要が落ち込み、粗鋼生産

量も前年同期に比べやや下回りました。

当社グループにおきましては、製鋼用副資材としての脱燐材の売上が順調に伸びたものの、前年同期に

あった海外製鉄所向け圧延ロールの大口受注のマイナス分を補うまでに至りませんでした。

　この結果、鉄鋼業界向け全体としての売上高は72億８百万円（前年同期比6.0％減）となりました。

　

（自動車業界）

同業界では、エコカー補助金が９月に終了して以降、自動車生産台数が前年同期を下回っています。ま

た、工作機械受注も10月以降内需・外需ともに落ち込みが続き、減少傾向が鮮明となりました。

当社グループにおきましては、海外子会社における洗浄装置の売上増が寄与したことなどにより、自動

車業界向け全体としての売上高は44億31百万円（前年同期比13.5％増）となりました。
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（電子・半導体業界）

同業界では、国内の半導体製造装置については受注額・販売額とも前年同期を下回っており、低調に推

移しています。一方、ＦＰＤ製造装置については販売額が前年同期と比べ５～６割ダウンしていますが、

受注額は前年同期を上回っています。

当社グループにおきましては、半導体製造装置向け部品の大口受注やナノ微粒化装置等のプラス材料

はあったものの、前年同期に好調な販売実績を残したＩＣバリ取り洗浄装置や半導体洗浄機のマイナス

分を補うまでに至りませんでした。この結果、電子・半導体業界向け全体としての売上高は18億97百万円

（前年同期比22.5％減）となりました。　

　

（ゴム・タイヤ業界）

当社グループにおきましては、加硫機中心機構の大口受注や加硫機用断熱板の販売伸長等のプラス要

因はあったものの、加硫機用バルブの落ち込みが大きかったため、ゴム・タイヤ業界向け全体としての売

上高は17億62百万円（前年同期比18.6%減）となりました。

　

（環境業界）

当社グループにおきましては、下水処理施設向け汚泥搬送ポンプの大口受注等が売上増に寄与し、環境

業界向け全体としての売上高は10億33百万円（前年同期比12.2％増）となりました。

　

（紙パルプ業界）

当社グループにおきましては、抄紙工程のワイヤーパートで使用される高圧洗浄機等のプラス要因は

あったものの、ポンプ類の落ち込みをカバーできず、紙パルプ業界向け全体としての売上高は４億73百万

円（前年同期比10.1％減）となりました。

　

（化学業界）

当社グループにおきましては、黒鉛の成形工程向け高圧ポンプ等のプラス要因があったものの、前年同

期に売上増に寄与した真空ポンプ等の販売分を補うまでに至らず、化学業界向け全体としての売上高は

７億３百万円（前年同期比13.9％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末より2.8％減少し、145億64百万円となりました。これは主に現金及び預

金が２億１百万円、受取手形及び売掛金が６億70百万円それぞれ減少し、一方でたな卸資産が１億76百万

円増加したことなどによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末より3.9％増加し、47億39百万円となりました。これは主に投資その他の

資産に含まれている非連結子会社に対する投資が55百万円増加したことなどによるものです。

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末より1.2％減少し、193億３百万円となりました。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末より4.0％減少し、96億92百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金が10億50百万円、未払法人税等が１億62百万円それぞれ減少し、一方で短期借入金が11億６百万円

増加したことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末より15.9％減少し、８億56百万円となりました。これは主に役員退職慰

労引当金が１億57百万円減少したことなどによるものです。

これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末より5.1％減少し、105億49百万円となりました。

　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末より3.8％増加し、87億53百万円となりました。これは主に利益剰余金

が４億11百万円増加し、一方でその他の包括利益累計額が55百万円減少したことなどによるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億33百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,600,000

計 27,600,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,640,000 8,640,000
東京証券取引所
（市場第二部）
福岡証券取引所

単元株式数　100株

計 8,640,000 8,640,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 8,640,000 ― 827,900 ― 675,837

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

137,000― 単元株式数　100株

(相互保有株式)
普通株式

42,000 ― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,457,60084,576 同上

単元未満株式 普通株式 3,400 ― ―

発行済株式総数 　 8,640,000― ―

総株主の議決権 ― 84,576 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 400株(議決権の数４個）含

まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式64株が含まれております。

３  平成24年11月12日開催の取締役会決議に基づいて自己株式の取得を行っております。これにより当第３四半

期会計期間末日現在における当社所有の自己株式数は、197,064株であります。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
リックス㈱

福岡市博多区山王１-15-15 137,000─ 137,000 1.59

(相互保有株式)
㈱市丸技研

福岡県筑後市大字常用601 36,000 ─ 36,000 0.42

(相互保有株式)
㈱四葉機械製作所

埼玉県桶川市赤堀２-15-８ 6,000 ─ 6,000 0.07

計 ― 179,000─ 179,000 2.07

(注)     平成24年11月12日開催の取締役会決議に基づいて自己株式の取得を行っております。これにより当第３四半

期会計期間末日現在における当社所有の自己株式数は、197,064株であります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,196,366 1,995,048

受取手形及び売掛金 ※１
 10,643,617

※１
 9,973,190

商品及び製品 806,964 831,229

仕掛品 ※２
 74,167

※２
 226,302

原材料及び貯蔵品 73,041 73,531

その他 1,195,959 1,468,815

貸倒引当金 △4,152 △3,832

流動資産合計 14,985,965 14,564,287

固定資産

有形固定資産 1,864,660 1,861,987

無形固定資産 83,333 83,378

投資その他の資産

投資有価証券 2,083,415 2,118,617

その他 536,193 679,846

貸倒引当金 △7,925 △4,461

投資その他の資産合計 2,611,684 2,794,002

固定資産合計 4,559,677 4,739,368

資産合計 19,545,643 19,303,655

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 7,709,465

※１
 6,659,376

短期借入金 1,175,750 2,282,609

1年内返済予定の長期借入金 42,002 4,020

未払法人税等 274,342 112,178

賞与引当金 － 158,912

役員賞与引当金 － 34,486

受注損失引当金 ※２
 2,634

※２
 －

その他 889,532 441,361

流動負債合計 10,093,727 9,692,944

固定負債

長期借入金 7,940 4,925

退職給付引当金 533,240 547,449

役員退職慰労引当金 365,764 208,038

その他 111,471 96,408

固定負債合計 1,018,417 856,821

負債合計 11,112,145 10,549,765
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 827,900 827,900

資本剰余金 683,986 683,986

利益剰余金 6,532,058 6,943,565

自己株式 △79,081 △122,401

株主資本合計 7,964,863 8,333,049

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 183,663 127,726

為替換算調整勘定 △89,927 △89,171

その他の包括利益累計額合計 93,736 38,554

少数株主持分 374,898 382,284

純資産合計 8,433,498 8,753,889

負債純資産合計 19,545,643 19,303,655
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 21,732,092 20,876,567

売上原価 17,628,013 16,673,742

売上総利益 4,104,079 4,202,824

販売費及び一般管理費 3,220,100 3,321,106

営業利益 883,978 881,718

営業外収益

受取利息 2,888 4,487

受取配当金 20,054 21,961

持分法による投資利益 44,965 17,905

不動産賃貸料 17,492 15,853

その他 22,262 24,232

営業外収益合計 107,663 84,440

営業外費用

支払利息 4,680 5,368

為替差損 14,858 －

投資事業組合運用損 2,741 3,082

その他 1,207 2,975

営業外費用合計 23,488 11,425

経常利益 968,154 954,732

特別利益

固定資産売却益 70 926

保険解約返戻金 408 48,381

受取保険金 46,387 －

特別利益合計 46,866 49,307

特別損失

減損損失 122 460

固定資産除却損 2,621 272

投資有価証券評価損 12,181 2,126

会員権評価損 190 1,100

特別損失合計 15,115 3,959

税金等調整前四半期純利益 999,906 1,000,081

法人税等 512,088 407,019

少数株主損益調整前四半期純利益 487,817 593,061

少数株主利益 31,231 19,999

四半期純利益 456,585 573,062
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 487,817 593,061

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △113,874 △61,975

為替換算調整勘定 △12,250 755

持分法適用会社に対する持分相当額 400 225

その他の包括利益合計 △125,724 △60,994

四半期包括利益 362,092 532,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 346,783 517,881

少数株主に係る四半期包括利益 15,309 14,186
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

税金費用の計算  当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

　受取手形 108,842千円 171,162千円

　支払手形 187,842千円 194,004千円

　

※２  たな卸資産及び受注損失引当金の表示

損失が見込まれるたな卸資産は、これに対応する受注損失引当金を相殺表示しております。

なお、相殺しているたな卸資産の金額は、次のとおりであります。　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

　仕掛品 26,409千円 ―千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 157,836千円 173,338千円

　

EDINET提出書類

リックス株式会社(E02856)

四半期報告書

13/19



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 102,035 12.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 68,023 8.00平成23年９月30日 平成23年12月６日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 85,029 10.00平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月５日
取締役会

普通株式 76,526 9.00平成24年９月30日 平成24年12月６日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

　 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

環境 紙パルプ 化学 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

7,670,5793,904,6832,447,4852,163,553920,839526,633817,40918,451,184

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 7,670,5793,904,6832,447,4852,163,553920,839526,633817,40918,451,184

セグメント利益 576,808140,732100,362106,21342,63431,83276,7091,075,292

　

　
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)　

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

3,280,90821,732,092― 21,732,092

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─

計 3,280,90821,732,092― 21,732,092

セグメント利益 112,3561,187,649△303,670883,978

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含んで

おります。

２　セグメント利益の調整額 △303,670千円には、内部利益 466,619千円、連結消去 176,399千円、報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費 △946,690千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

　 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

環境 紙パルプ 化学 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

7,208,0334,431,8011,897,7781,762,1581,033,158473,259703,61817,509,809

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 7,208,0334,431,8011,897,7781,762,1581,033,158473,259703,61817,509,809

セグメント利益 517,752289,73891,51078,95549,24924,58552,6131,104,406

　

　
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)　

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

3,366,75820,876,567― 20,876,567

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

― ― ― ―

計 3,366,75820,876,567― 20,876,567

セグメント利益 110,6961,215,102△333,384881,718

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含んで

おります。

２　セグメント利益の調整額 △333,384千円には、内部利益 442,619千円、連結消去169,361千円、報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費 △945,364千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23月12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

    １株当たり四半期純利益金額 53円77銭 67円57銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 456,585 573,062

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 456,585 573,062

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,491,495 8,480,745

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第67期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成24年11月５日開催の取

締役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

　①　配当金の総額 76,526千円

　②　１株あたりの金額 ９円00銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年12月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年２月13日

リックス株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　 堺 　　　昌　　義　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　宮　　本　　義　　三　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリッ
クス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リックス株式会社及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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